
日本電子顕微鏡学会総会， 52 . 微小分析 : 高屋憲一，
5 ， 福岡 .

3 ) 0. 6%3' -MeDAB 投与に よ る モ ルモ ッ ト 肝細
胞小胞体の変動 : 藤岡厚子， 小川 和朗， 日本電子顕
微境学会総会， 52 . 5 ， 福岡.

4 ) 新鮮乾燥伸展標本の 糸粒体頼粒一電子顕微鏡
観察 と X線微小分析 : 高屋憲一， 宮田 堅司， 日本組
織細胞化学会総会， 52 . 10 ， 大阪.

5 ) 新鮮伸展標本に よ る 人 血小板の X線微小分析

: 高屋憲一， 木村通郎， 宮本堅司， 藤岡厚子， 日本
解剖 学会中部地方会， 52 . 11 ， 名古屋.
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4 ) Takaya， K. : E 1ectron microscopy of human 
me 1anosomes in u nstained， fresh ai r-dried hai r  
bu1bs and e1ectron probe microana1ys i s. C e l l  T i ss .  
Reseach， 1 78 : 169-173， 1977. 

5 ) 高屋憲一 : 動物組織の新鮮伸展標本 を 用 い た
エネ ルギ一分散型X線微小分析。 第 22回日本電子 顕
微鏡学会シ ンポ ジウム。 J. E 1ectr. Microsc . ，  26 : 
65， 1977 (Eng1 ish Abstract ). 

6 ) Takaya， K. : The variab1e refractivity of the 
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showing a unique 1uminescence i n  the dark f i e 1d 
microscope. H i stochemica1 J. ，  8 : 13-23， 1976. 
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昭和52年4 月新築の実習室に 4人 が集ま り 1週間
後か ら の組織学実習の準備に と り か か った。 超 ミ ク
ロ ト ーム を 用 い て 持っ て 来 た エポ ン包埋フ、、ロ ック
の光顕用切片を 作 り こ れ を 使って実習は快調に す べ
り 出 し た。 伸展標本や塗沫標本に 徐々 に パ ラ フ ィ ン
切片 を加え， ほぽ80枚 を そ ろえた。 7 月 に は 電子顕
微鏡(JEM-100 S ) が入 り 標本の薄切， 染色， 電顕観
察の示説 を 小 グループ( 8 人 )づ、つ に 行って い る 。
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1 . 研究概要
1 ) 実習標本中 陣臓リ ン パ 節 に 多 数の 肥満細胞が

見 ら れ た が電顕観察 の た めエポン包埋 を 行っ た が湿
度が高 い の でなかなかエポ ン が硬化 し なかった。 し
ば ら く 光顕用切片で細網組織 と 真度の肥満細胞 と 塩
基好性 白血球 の分布を し ら べた が， 10 月 末に包埋が
順調 と な り 本格的な電顕観察 と 実験 を 始め た。 両細
胞 と 好銀繊維 と の関係お よ び両細胞の分化 を隣接細
胞 と の細胞膜の接触に 注 目 し つつ研究 中 であ る 。 こ
れ に よ り 従来の電顕手技が軌道に乗 り ， 昭和53年4

月 に 学会発表を 行 う 。
2 ) 電解質や ヒスタ ミ ン 等の可溶性物質は従来の

超薄切片では 標本作製 中 に 移動や流出 を す る た め こ
れ ら の分布， 動態 を知る に は新 し い方法が必要で、あ
る 。 イ ) 新鮮凍結乾燥超薄切片(文献1 ) と ロ ) 新
鮮伸展標本 を 用 い て X線微小分析や電顕的オー ト ラ
ジ オ グラ フ ィ ー を 行って上記物質の分布， 動態 を 研
究 中 であ る( 2 - 5 )。

3 )暗視野照明法で生 き た 細胞や組織 を 観察す る
と そ の成分がいろいろな色に 輝 く がクリ オスタ ッ ト
切片や 固定包埋切片 も 用 い て 組織学への応用 を 研究
中 であ る ( 6 )。

2 . 学会発表( 昭和52年4 月 �12 月 )
1 ) 新鮮伸展標本 を 用 い た マウス騨臓外分泌細胞

チ モーゲ ン頼粒の X線微小分析 : 高屋憲一， 日本解
剖 学会総会， 52. 4 ， 盛岡.

2 ) 神経組織新鮮乾燥伸展標本の電顕観察 と X線
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